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救急隊と
「心肺蘇生を望まない傷病者への救急隊の対応に関するプロトコール」

■ 消防法第２条第９項
救急業務：緊急を要する傷病者を医療機関へ搬送する義務

■ 救急隊員の行う応急処置等の基準第３条
医師の管理下に置くまでの間，生命危険又は症状が悪化する

恐れがある場合に応急処置を行う義務



ＡＣＰと
「心肺蘇生を望まない傷病者への救急隊の対応に関するプロトコール」

ＡＣＰへの期待
○傷病者の意思/尊厳が守れる
○有限である救急資源が守れる

想定される課題
○高齢者には，先送りしたい問題
○誰がどのタイミング
○高齢者施設と看取りの関係
○主治医等の連絡/往診体制

“かかりつけ医”の役割

思い描く理想

ＡＣＰの考え方が浸透し，救急要請に繋がらない




